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令和5年度公共交通シンポジウムin九州

着実な地域公共交通計画の策定・実施に向けて
－岩手での経験から－

岩手県立大学 総合政策学部 准教授
地域公共交通東北仕事人（東北運輸局）

NPO法人イーハトーブ地域情報マネジメント 代表理事
宇佐美誠史



宇佐美が担当している行政の主な会議等

公共交通

• 地域公共交通会議、または、公共交通活性化協議会：

盛岡都市圏（盛岡市、滝沢市、矢巾町）、二戸市、八幡平市、大船渡市

雫石町、山田町

• 盛岡市総合交通施策懇話会

都市計画
• 立地適正化計画の協議会（盛岡市・宮古市）
• 都市計画等評価委員会（二戸市）
• 都市計画審議会（滝沢市、宮古市）

道路交通
• 岩手県道路交通環境安全推進連絡会議
• 岩手県広域サイクリングルート検討会
• 盛岡市自転車走行空間検討会



どんどん路線が減っていく
乗務員不足とコロナによる利用減
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岩手日報WEB
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岩手日報WEB

即座に対応できている自治体とそうでない自治体があるような・・・
対応したいと思っても、委託相手がいなければどうにも・・・
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岩手日報WEB
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岩手日報WEB



全国でバス運転手が３万６千人足りない
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バス運転手、2030年度に3.6万人不足 24年問題も影響（抜粋）、日経新聞WEB、2023年9月18日
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC318GH0R30C23A8000000/

バス会社でつくる日本バス協会（東京・千代田）
は30年度時点のバス運転手が9万3000人と、約
3万6000人足りないと試算する。乗り合いバスと

貸し切りバスの合計で、現在の路線網を維持し
て貸し切り需要も続くとの前提で、車両10台以上
を保有する全国約800のバス会社への調査をも
とにまとめた。試算結果を近く発表する。

厚生労働省によるとバス運転手の平均年齢は
22年時点で53歳。今後大量退職が見込まれ、新
規採用では補えない。24年4月に運転手に残業
規制が適用される「2024年問題」もあり、路線網
の維持に必要な人員も約8000人増える。



自動車運送事業などの就業構造

令和５年版交通政策白書、p.３０
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001613614.pdf
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運賃の値上げは所得増につながる？
やりがいだけで運転手を続けるのは厳しい



出典：令和4年版交通政策白書 「令和3年度交通の動向／第3章第1部」
（図表1-3-1-12）厳しい経営状況にある一般路線バス事業者の現状
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https://www.jehdra.go.jp/pdf/kousokupdf/rosenzu.pdf



東北の自治体の公共交通担当者（専任）数

公共交通に専念できる担当者の少なさ

平成26年1月 国土交通省東北運輸局
『東北運輸局管内における公共交通事業の官民連携のあり方検討に係る基礎調査業務』



東北（県別）の自治体の公共交通担当者（専任）数

岩手県内を見ると、専任0人が82.8％、1人が13.8％、4人が3.4％

平成26年1月 国土交通省東北運輸局
『東北運輸局管内における公共交通事業の官民連携のあり方検討に係る基礎調査業務』
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公共交通を担当している部署

盛岡市 建設部 交通政策課
滝沢市 都市整備部 都市政策課
宮古市 企画部 公共交通推進課
大船渡市 商工港湾部 企業立地港湾課
二戸市 総合政策部 政策推進課

雫石町 総合政策課
八幡平市 まちづくり推進課
矢巾町 企画財政課
山田町 政策企画課

大雑把に３種類？
総合計画を担当、建設・都市計画部門を担当、商工部門を担当

どこが担当するのが望ましいのだろう？
望ましい部署というよりは、人、組織の意識、考え？
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中部運輸局リーフレット「活発で良い議論ができる会議のために。」
https://wwwtb.mlit.go.jp/hokushin/content/000104022.pdf
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中部運輸局リーフレット「活発で良い議論ができる会議のために。」
https://wwwtb.mlit.go.jp/hokushin/content/000104022.pdf

あくまで例ですが、このような役割ができているでしょうか。ここに大きな問題があるような。



こんな公共交通会議はダメ

• スケジュール管理がされておらず、適当に開催

• 協議事項（特に路線廃止やスクールバスの変更など）がないと開催
しない

• これらですら、書面会議で済ませる

• 会議メンバーすら、ただ参加しているようで無関心

• 発言しない、発言したくても発言できる機会がない

• その時々の地域公共交通の状況や課題について、話し合われない

• 本当に公共交通を必要としている人の声が届かない

• 何がおこなわれているか、住民に見えない

• 自治体も交通事業者も互いに歩み寄ろうとしない

• そもそも自治体（組織、担当者）のやる気を感じない
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地域公共交通計画等の作成と運用の手引き（理念編）

どうやって動機づけをするかどうやって動機づけをするか
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地域公共交通計画等の作成と運用の手引き（実践編、２ページ）

盛岡都市圏の計画へ盛岡都市圏の計画へ
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盛岡都市圏地域公共交通会議の経緯

盛岡・滝沢・矢巾・雫石（いずれも宇佐美が会長）の取組での限界、非効率性
2021年の年末？：滝沢・矢巾の担当者から広域での取組の希望が出る
2022年1月18日：雫石町の担当課長に4市町での広域での取組の提案
2022年3月?：盛岡市建設部長に広域での取組の提案

盛岡広域公共交通計画担当者意見交換会
初回2022年5月17日、第2回6月27日、第3回8月19日
9月28日：矢巾町の担当者が館林市に広域計画のヒアリング
10月：予算の検討のために、参考見積もりをとる
10月：雫石は広域に参加しない判断（翌年度に合流を希望するが・・・）
11月：岩手運輸支局が広域計画の実務的な勉強会
これ以降、各自治体の中で広域計画に向けての体制づくり（特に予算）

2023年1月12日：（仮）盛岡都市圏法定協議会設立等準備会
1月30日：矢巾町地域公共交通会議後に東北運輸局と意見交換
２月以降：公共交通会議の要綱づくり、委員選定、調査委託業務者選定の準備など
4月24日盛岡都市圏地域公共交通会議設立総会、初回会議
7月12日：調査業務委託プロポーザル審査会
10月24日：2回目地域公共交通会議（広域計画策定へのストーリー）
2024年2月1日：第3回地域公共交通会議（課題の整理と公共交通ネットワーク像のたたき台）
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地域公共交通計画策定の課題

• 計画策定にそれなりの予算が必要
⇒まともにやると、700～1000万円、最近は数百万円～0

• 自治体の公共交通政策への意気込みの弱さ
⇒専任不在、専門性が必要なのに頻繁な人事異動

2年に1回、ある町では1年に複数回あった年も
• コンサルタントの企業がコンサルタントをしていない

⇒計画策定したら終わりで、日頃からの相談相手になっていない
https://www.jehdra.go.jp/pdf/kousokupdf/rosenzu.pdf（なって
いるコンサルタントもある）

• 日ごろからのデータ取得・管理の弱さ←ここに注目
⇒自前のバスですら、月に1回乗者人数の取得
それも、（1便当たり・月あたり）乗車人数
いつ、どこからどこへ乗っているという基本的情報がない
結果、計画策定時に大規模な調査、莫大な費用がかかる24



地方の自治体が事業者へ委託して運営する公共交通の問題

■ 情報不足の問題
公共交通需要の少ない地方において、恒常的な利用実績情報が収集されておら
ず、
公共交通政策の検討に際し、十分なデータを得られていない

■ 現状の検収とデータ活用における課題

委託調査

アナログ作業
（記載、カウントミスも発生）

FAX等、紙媒体、エクセル
での報告
便毎の利用者数と利用者
合計数

1〜2ヶ月後

確認できない情報

運行実績 ユニーク
ユーザー
数

利用者のOD情報
（乗降バス停の
ペアデータ）

どこからどこへ誰が本当に運行したか

税金で行われる事業に対しての確認は必須なはずが、行われていない
質・量ともに不十分なデータしかなく、公共交通政策の検討が難しい



第3回山形県地域公共交通活性化協議会（R2.10.26）資料



第3回山形県地域公共交通活性化協議会（R2.10.26）資料
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JST「共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）」本格型
“ビヨンド・ゼロカーボン”を目指す”Co-Junkan”プラットフォーム研究拠点

スマートフォンアプリケーションおよびWebシステムとして開発
（iOS / Android両対応）

（株）ぴーぷる
（株）復建技術コンサルタント
宇佐美研究室

読み方：ラビピカ
公共交通乗降管理システム



目指すのは交通系ICカードの導入が難しいところ



委託したバス運行
実績の把握

キャッシュレスシステム
（Suica、PASMO等）

バスロケーションシステム
（NEC、日立等）

混雑度測定システム
（独自規格、NAVITIME等）

車載機器
導入費用

約230万円/車両

運用管理
維持コスト
約280万円/年

車載機器
導入費用
約500万円

運用管理
維持コスト
約80万円/年

車載機器
導入費用

運用管理
維持コスト

加えて・・・オールインワン・パッケージ
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委託したバス運行
実績の把握

キャッシュレス機能 バスロケーション機能 混雑度測定機能

車載機器導入費用 運用管理維持コスト

各機能を簡易化したオールインワン・パッケージ

開発：乗降管理システムRabiPeoCa

従来の大手交通事業者

財源の限られた地方自治体には各システムの導入・運用が困難



市販製品の利用による専用機器の
開発コスト削減
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Google社製 Pixelシリーズを採用

液晶画面
内臓スピーカー

車内サイネージの代替
・車内案内
・メッセージ表示

NFC通信
iBeacon通信

キャッシュレス乗降
・Felica規格対応

（Android/ICカード）

・iOS端末との連携

インターネット通信
GPS

バスロケーションシステム
・高精度な測位が可能

Suica等の専用車載機器に比べ、非常に安価な導入が可能



ICカード乗車券によるタッチの様子
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スマートフォン乗車券によるタッチの様子
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情報収集フロー

ICカードやスマートフォンをタッチ

サーバーにデータを確認

未登録カード・
読取困難な場合
エラー表示

読取完了の場合
完了表示と合わせて
乗降データを
サーバーに転送



乗降管理システムRabiPeoCaの特徴
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乗務員による調査 RabiPeoCa

乗降データ
乗車数と降車数

☞車内の人数は分かる

乗車場所と降車場所が紐付いた乗降数
☞車内の人数に加え、

OD（どこからどこへ行くのか）がわかる

同一利用者の移動データを紐付けられる

☞利用頻度、行き帰りの時間帯、目的地がわか
る

利用者属性 不明 利用頻度や利用者属性が分かる

利用時刻 おおむねの時刻 秒単位の時刻

取得方法 運行中、乗務員が運転の合間に記入
運行開始前後の設置と

利用者のタッチにより瞬時にデータが収集される

分析開始の
タイミング

運行終了後に乗務員が記入したものを
データ化する必要がある

リアルタイムでデータを収集しているため
すぐに可能

• 乗降管理システムRabiPeoCaと乗務員による調査の比較



リアルタイムかつ操作が容易なデータ管理

36
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バスの現在位置
（バスロケーション）

🚍

🚍

管理画面

1号
車

2号
車

管理画面

利用履歴

管理画面

乗降数の合計
（Excel出力も可能）
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1kmメッシュ乗降数分布

地区間移動の様子

データ収集後に利用者の移動特性について
データを整理し、計画策定や施策検討に活用

RabiPeoCa活用事例
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コミュニティバス利用実績の可視化



第15回滝沢市地域公共交通会議（2023/3/13 ）

小さな交通需要に対応した交通サービスの検討

40

RabiPeoCa活用事例



タクシー運転手が使うスマホにタッチして乗降
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ドライバーが操作することで、タクシーやデマンド型交通でも活用可能
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デマンド型交通の利用実績の可視化
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iOS、androidアプリ上で
定期券購入、
乗車時に車載器に
スマホをタッチ
無償
9月27日～10月1日
有償
10月4日～10月29日

矢巾町でのキャッシュレス決済実験（2021、矢巾町受託研究）
利用者：スマホ定期で簡単に乗降
運行側：常時データ取得・閲覧（リアルタイムの乗車数、乗降バス停のペア、バスの位置）

矢巾町とは2016年からの付き合い。町として実施する公共交通政策はほとんどないところ
からのスタート。2回の公共交通の計画策定を経て今に至る。
使いやすく安価なシステムで利用者への利便性と次につながるデータの取得に意欲的で、
このような取り組みを実施。今は電子ペーパーによる情報提供にチャレンジ中。
過去には、ゼミ生がこのバスの運行内容をデータに基づいて提案しました。

RabiPeoCa活用事例



NPOを設立して
地域・行政と連携したまちづくりの支援
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• 乗降システムRabiPeoCaによる取得データを活用した
地域に合った交通システムの構築支援
地域の正確な移動需要の把握と地域の移動に対する思いを踏まえ、
地域に見合った持続可能な交通システムの構築を検討

地域の移動需要
効率的な運行内容

地域の移動に対する思い
地域の支えあい

➡RabiPeoCaの活用 ➡NPOスタッフによる支援

データと地域の思いを組み合わせることで地域交通のあり方を提案

NPO法人イーハトーブ地域情報マネジメント（昨年6月設立）
岩手県立大学地域連携棟内で借りている研究室が事務所
宇佐美（理事長）、（株）復建技術コンサルタント、（株）ぴーぷる、（株）邑計画事務所など



CEATEC出展
（10/17-20、幕張メッセ）
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滝沢市姥屋敷・柳沢でのワークショップ

52

経験豊富なスタッフが地域の課題解決をサポート



最後に
着実な地域公共交通計画の策定・実施

53

人、組織が一番重要
多様なモビリティが持続的でない都市の現在や未来は悲惨という危機意識
交通事故、エネルギー問題、環境問題、使えるお金の問題・・・
・自治体は、しっかり対応できる体制を整え、国はしっかり支援、伴走
・事業者は、公共交通部分のデータをオープンにして行政と協働
・市民は、住むところも含め車以外も使える生活環境を検討、行動

データ取得・活用であらゆる資源を活かす
行政、事業者関係なく、公共交通や都市政策に関するデータをオープンに
日常の移動関連データを取りやすく
交通だけでなく他の分野（商業、医療福祉など）とのデータ連携

公共交通の会議は、今よりももっと白熱し、有意義なものになり
より良い計画策定・実施へとつながるはず
一緒に汗を流せる人・組織とがんばりたいです
ご清聴ありがとうございました
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